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研究成果の概要： 

私たちの脳は神経細胞の他にグリア細胞と呼ばれる細胞が多数存在し脳機能調節に重要な役割

を担っている。グリア細胞の一つであるオリゴデンドロサイトは中枢神経系のミエリンを形成

する。このオリゴデンドロサイトの増殖分化・成熟にサイトカインの一つ骨形成タンパク質（BMP）

が重要な役割を担っていることを、BMP 受容体１b欠損マウスの発達段階視神系を用いて明らか

にした。 
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）ニューロンと２種類のグリア細胞（ア
ストロサイト、オリゴデンドロサイト）は中
枢神経系を構成する主要細胞種であるが、こ
れら３つの細胞系譜はいずれも神経幹細胞
から分化する。その細胞系譜の制御は、細胞
内在性のプログラムや細胞外来性のサイト
カインシグナリングにより担われている。 
（２）Interleukin-6 (IL-6)ファミリーサイ
ト カ イ ン と 骨 形 成 蛋 白 質 （ Bone 
morphogenetic protein (BMP)）ファミリー

サイトカインは全く異なるシグナル伝達様
式をたどるサイトカインである。これら２つ
のファミリーそれぞれのメンバー白血病抑
制因子(LIF)と BMP2が胎生期にマウス神経上
皮細胞に相乗的に作用しグリア細胞への分
化に関与することはよく知られている。 
（３）近年、IL-6 ファミリーサイトカインメ
ンバーの IL-11がオリゴデンドロサイトの成
熟、ミエリン形成に関与していること、BMP
シグナリングがオリゴデンドロサイトの発
生を抑制している可能性があることが報告
されている。しかしながら、グリア細胞へ運
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